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応用 

収集 

分析 

応用 
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分析 

応用 

収集 

分析 

■ 現在のIoT :分野別、企業別に閉じた世界 
Intranet of Things 

 

• 垂直統合型 IoTは、 イノベーションを起こさない。 
• サービス創出に必要な全てのThingsを、単独で展開はできない。 

– マネタイズアウトの欠如 
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■EverySenseの目指す開かれたIoT The Internet of Things 
 

• 情報流通交換の仕組み(マーケットプレイス)を提供 
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既存IoT事業の課題(ビジネス) 

• 自らが設置・運用するIoT製品(センサーや機
器)による情報しか得られず、付加価値サー

ビスの創出、マネタイズ可能な十分な情報収
集とならない。 

• 単一、単独の組織、企業では、ビッグデータ
を得る広範なIoT製品(センサーや機器)の展
開が困難である。 

• 収集後の統計的データの交換では、即時性
のある利活用(予測等)が困難である。 
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既存IoT事業の課題(個人) 

• 情報のオーナーシップ 

– IoT機器により自らが生成した情報が、機器提供

者やサービス提供者の管理下にあり、利用の範
囲などを自由に制御できない。 

–知らされない 

• 価値の配分 

– IoT機器により自らが生成した情報の利活用によ
る付加価値は、自らに配分されない。 

–還元されない 
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必要な二つのプリミティブ 
• 相互接続 

–機種、デバイスに依存しない自律分散型相互接
続性 

–なんでもつながる 

• 信頼できる情報流通交換市場 

–情報のオーナーシップを確立 

–プライバシーと公平性を担保 

–情報の価値が分配される 
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Registry 
スマートフォン, スマート xxx  

センサー、ウェアラブル 

Data 

EverySense Users 

機器提供者 

データと機器番号を投稿 

ユーザーは、EverySense 対応の
各種機器を利用することで、 
ビッグデータを相互に利用可能 

有意のデータとして収集 

各メーカーは、機器情報を登録するだけで、
製品をEverySense 対応による付加価値up 

データを 
メタ化 

デバイスに依存しない相互接続 
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エブリセンス
サーバー 

レシピ1 

情報のオーナーシップ、価値の配分、プライバシー、公平性を確保する仕組み 

センダー会員１ 

センサー 1 

センサー 2 

センサー n 

データ提供者  
ファームオーナー 
  

センサー1 

 センダー会員 N 

センサー情報収集者 
レストランオーナー 

レシピ 1 

レシピ k 

レシーバー会員 N 

 

デバイス
ベンダー 

フォーマット 
登録  

公認デバイス 

データ 

購入希望条件（レシピ） 

デバイスフォーマット登録  

提供条件 

レシーバー会員１ 

オープン 
デバイス 

レシピ 2 
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情報流通交換市場 
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センサー  

ビジネスの流れ 

 情報提供 / 報酬の獲得/登録料•使用料無料 

 

情報収集 / 報酬の提供/受信料支払 （登録料無料） 

センサ情報提供者   
   （Farm owner）  

  

センサー情報受領者 
（Restaurant owner）  

デバイス 
ベンダー 

9 

ES社製スマホアプリ 
EveryPost 

 (無償アカウント) 

センシング情報 
（生情報） 

センシング情報（メタ） 

使用料（レシピ課金）  ¥ 

アクセス権 

報酬   P 報酬   P 

 購入   ¥ 

EveryStamp  
（ES社製デバイス） 

購入   ¥ 

デバイスの登録 (無償)   

EveySense 承認デバイス ロゴ  

レシピ 

エブリセンス 
サーバー  

 （E-
marche）  

EverySensePoint 購入 

P 

¥ 
Point 

Exchange 

P 

¥ 
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IoTプラットフォーマー間の
データを仲介する機能を提供。 
データ交換に必要な仮想通貨の
発行と決済を提供。 
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IoTプラットフォーム 

利用料 
ポイント発行・決済 
手数利用 

利用料 
ポイント発行・決済 
手数利用 

利用料 
ポイント発行・決済 
手数利用 

IoTプラットフォーム 
IoTプラットフォーム 

IoTプラットフォーム IoTプラットフォーム 
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利用形態2 エンタープライズ型 
様々な事業目的で収集されたデータの販売を仲介する機能を提供 

応用 

デ
ー
タ 

個
人
情
報 

収集 

分析 

エンタープライズ型企業 

企業 
自治体 
など 

ポイント 

データ 

ポイント 

データ 

• 個人情報の保護、管理 
• 高度なセキュリティ管理 
• 評価制度、信頼性の担保 
• データ仲介機能 
• ポイント機能（支払い代行） 

ポイント発行料 

ポイント 
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FIPPS (Fair Information Practice Principles) 

• Notice 
– 情報収受を生成する都度、通知 

• Choice 
– 情報収受の生成は、利用者が選択 

• Access 
– 登録情報へのアクセスは、EveySenseのみ 

• Accuracy 
– 虚偽情報は、約款と評価により排除 

• Data Minimization 
– 情報は、メタ化による最小化 
– 情報の保存時間を最小化（キャッシュのみ） 

• Security 
– 情報パス毎に暗号化 

• Accountability 
– EverySenseがTTP  
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個人情報の取り扱いに対する基本姿勢 
• プライバシー 

– 個人を特定出来るかどうかに関わらず、個人が生成、または個人に帰属する情報は、個人情報である。 
• 個人の私生活上の事実（それらしく受け取られる可能性のあるものも含む）に関する情報である。 
• 公知になっていない。 
• 通常は公開を望まない内容である。 

– 身体的情報、購買情報、活動量等は、匿名化、特定化に関わらず、そもそもプライバシー。 

• 個人特定情報 
– その情報を持って、個人を特定しうる情報。 

• 氏名 
• 性別 
• 生年月日、年齢 
• 本籍 
• 住所 
• 住民票コード 
• 固定・携帯電話の番号 
• 勤務場所 
• 職業 
• 収入（月収、年収） 
• 家族 
• 写真 
• 指紋、静脈パターン、虹彩、DNAの塩基配列などの生体情報 
• メールアドレス（携帯電話、スマートフォン用も含む） 
• コンピュータのIPアドレス・リモートホスト 
• 等々 
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  EverySense ポリシー  

• 匿名性，個人情報保護 
 − 匿名、実名は、利用者が 
      自由に設定可能。 
 
• データコントロール権 
 − データの利用範囲は、 
      データ提供者が自由に 
      設定可能。 
 
• データ価値 
 − データの交換価格、価値は、  
      データ提供者と受領者で 
      決定される。 

• EverySense は、データを保持しない。 
 − データの流れをコントロールするのみ 
 
 

• EverySense は、データの価格決定をしない。 
 − データの交換の仲介のみをする。 
 
 

• EverySense は、データ提供書式を規定しない。 
 − e-mail、 RSS feed、 Twitter、 Facebook などの 
         多様なインタフェィスを提供。 
 

保証する事 提供しない機能 

Fair Information Practice Principles (“FIPPs”) 
Notice, 
Choice access 
Accuracy 
Data minimization 
Security 
Accountability  

 

FTC Staff Report 2015より 
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情報受領者 情報提供者  
エブリセンス 

利用者との契約関係 

• 情報提供者、情報受領者とも契約約款の許諾を行う。 

• 利用者は、情報提供者、情報受領者のいずれか、または両方で契約可能。 

• 利用開始時の登録情報は、メール到達性による確認のみ 

• 情報提供者の登録情報は、申告登録により真性は約款による担保 

• 情報受領者の登録情報は、本人確認を行う。 

16 

 

 

 

約款１ 約款2 

Accountability/Security/Accuracy 
  

情報提供者の登録情報 
氏名 
性別 
生年月日 
職業 
住所 

情報受領者の登録情報 
担当者名 
組織名 
業種 
住所 
電話番号 
経理担当者名 
支払い方法 

利用開始時の登録情報(共通) 
ログイン ID  
ユーザー名 
 password 
 Email address  

 



Copyright© EverySense,Inc. 

“Information Harvesting” 

情報受領者 
レストランオーナー 

情報提供者 
ファームオーナー  

EverySense 

情報収受の流れ 
 

 
 

① 利用・個人情報の登録 ①’ 利用・個人情報の登録 

②提供可能情報の登録 
(センサー種類，設置場所等) 

③提供可能条件の登録 
(有償、無償，営利、非営利等) 

④受領希望情報の通知 
(センサー種類，設置場所等) 

⑤受領条件の通知 
(有償、無償，営利、非営利、 
利用目的等) 

⑧提供許諾判定 

⑨提供許諾を通知 
⑪受領許諾判定 

⑫受領許諾を通知 ⑬匿名から提供者を選択 

⑩提供者匿名を生成し通知 

⑭情報受領許諾を通知 

⑦提供要求通知 
受領者開示情報、受領条件 

⑥情報提供可能者を選択 

⑮情報提供を開始 
⑯提供情報を抽象化し転送 ⑰抽象化情報を受領 

Notice/Choice/Data Minimization 
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EverySenseが提供する機能 

• 情報提供者  → 情報受領者 
 
    −  提供可能データの最新情報をアドバタイズ 

 
• 情報提供者 →情報受領者 
 
    − 供給希望データと条件のアドバタイズ 

 
• EverySense → 情報提供者  &情報受領者 
    − 利用ランキング 
   − 評価ランキング 
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事業展開 にあたっ て悩んで いること  

１. 提供機能、約款 

   １） 提供機能 

     ・情報提供者、情報収集者からの同意の取り方、プライハジー保護等 

   ２） 約款 

     ・利用者保護、情報のオーナーシップなどの関連法令遵守の観点からのコメント
を求める。    

２.   制度設計上の課題 

  １） 情報流通市場創出 
    ・仲介者の健全性、透明性、中立性の認証 

    -> 情報時価の確立=価値の第三者評価が可能 

  ２） 情報提供者への支援 
     ・情報オーナーシップのガイドライン 

     ・情報提供者の保護 

  ３） 情報流通参加者へのインセンティブ支援  

     ・情報販売収益に対する税制優遇措置  

     ・情報収集にかかる費用の損金計上 

     ・情報に関する会計基準の確立   

 19 
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以下、補足資料 

20 
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会員限定 
レシピを作成 
データ収集 

利用形態3 リサーチ型 

特定の会員（モニター）に限定して、クローズな環境でデータを収集 

会員（モニター） 応用 

デ
ー
タ 

個
人
情
報 

収集 

分析 

リサーチ型企業 

個人情報 センサーデータ 

ポイント 

謝礼を直接支払う 

ポイント 

データ 

サービス 
利用料 
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• 匿名性，個人情報保護 
 − 匿名、実名は、利用者が自由に設定可能。 
 

• データコントロール権 
 − データの利用範囲は、データ提供者が自由に設定可能。 
 

• データ価値 
 − データの交換価格、価値は、データ提供者と受領者で決定される。 
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個人情報の取り扱い（第三者提供）の流れ    
情報提供者 

（ファームオーナー FO） 

お客様のご利用情報は 

ESJへ提供されます。 

 

FOの利用者情報は、 

第三者提供されません。 

 

ESJから、サービス利用 

者への連絡 

 

センサーデータ 

（シェアードシークレット含む） 

ESJ内での管理・利用時 
情報提供者 

（レストランオーナーRO） 

ESJは、お客様に関する情報はプライ 

バシーポリシーに従って取り扱います。 

 

お客様の個人情報等は、原則として 

当社に取得されますが、FOからROへ 

の提供については、個別の提供毎に 

FOであるお客様から同意を取得します。 

 

個人情報を特定できない形に統計化し 

た上で、利用・公表等を行う場合があり 

ます。 

 

提携先での利用時 

（PointExchange等） 

ROが公表とした情報 

はFOへ判断材料とし 

て提供されます。 

個人情報等は抽象化 

され提供 

 

センサーデータは直接提供 

（ESJには保管されません） 

 
デバイス 
 

原則、お客様の個人情報は 

提供いたしません。 
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データ交換条件の一例 

       提供者側 (Farm Owner) 

 • 利用範囲 
   − 公開 
   − 認証した相手のみ 
     等 
 • 地理情報 
   − ピンポイント 
     • 緯度経度 GPS 
     •住所 
   − ゾーン 
     •郵便便号レベル 
     •市町村名レベル 
     等 
 • 提供価値 
   −無償 
   −有償 
 
 
 
 
 

受領者側  (Restaurant owner) 

• 要求データの種類 
  − 環境データ 
     • 温度 
     • 湿度 
     • 気圧 
     •風力・風向 
     •放射線量 
     他 
  − 健康データ 
     •身長、体重 
     •血圧、心拍数 
  − 生体情報 
     •移動距離、移動速度 
  − 解像度 
     •地理的解像度 
     •時間解像度 
     等 

• 代償価値 
  − 無償 
  − 景品 
  − 買い取り 
    等 

 
 

24 
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  スマホだけでも利用者の状態をリアルに収集可能 
 
 □ Accelerometer (加速度センサー) 
    ユーザの活動量 
 □ Gyroscoope (ジャイロセンサー) 
    スマホの持ち方 
 □ 方位 (磁力センサー) 
    デバイスが向いている方位 
 □ StepCounter  
    歩数をカウントする 
 □ MonitorActivity  
    走っているか歩いているか 
 □ GPS  
    位置情報 
 □ 磁力情報  
    デバイスのある地点 
    での磁力情報 
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対象となるセンサー所有者に 
新着オーダーとして通知される  

Every Post  オーダー状況画面 

Every Post  提供情報設定画面 

Every Sense レシピ設定画面 

センサー種類 
条件、期間、頻度 
第三者提供の有無等 
を設定 

レシピ名称、 
会社名、利用範囲、 
取得条件,期間、頻度 
を入力しリクエスト 

CONFIDENTIAL 

 □ 性別 
 □ 年齢 
 □ 職業 
 □ 地域 
 など 
 

 □ 期間 
 □ 頻度 
 □ 単位 
 
  など 
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EveryPost（EverySense社製スマートフォンアプリ）画面 

データ提供者による情報提供する/しない設定画面    

26 

提供する 

提供しない 
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 モノと事の連携事例 
汎用環境センサー  
EveryStmap 

ウェアラブルセンサー 
EveryStick 

27 

7 cm  

スマホアプリ 

EveryPost 
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デバイスベンダーとの協業 

  顧客 DB 

   顧客 DB 

デバイスA  提供ベンダー様 

デバイスB 提供ベンダー様 

デバイス Aの顧客情報の登録 

デバイスBの顧客情報の登録 

デバイス Bからポストされたデータ 

  （プライベート API 経由） 

デバイス Aからポストされたデータ 
  （プライベート API 経由） 

デバイス Aからポストされたデータ 
  （プライベート API 経由） 

デバイス Bからポストされたデータ 
  （プライベート API 経由） 

+ デバイスベンダー様から保有されている顧客情報を提供いただく必要はございません。 
+ デバイスベンダー様は、自社デバイスからどの情報を公開するかを完全にコントロールできますので、 
 競合優位性は保たれます。  
+ デバイスベンダー様は、相互に協力することで、他社デバイスのセンシングデータを収集できます。 

デバイス非提供者 

28 
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デバイスのEverySense対応化手順 

デバイスベンダー 
デバイス・センサ・クラスの登録

申請 
EverySense サイトから、貴社デ
バイスを登録 

EverySenseが申請をもとに、デバイ
スクラスを登録します。 

これにより、ファームオーナーは、
デバイス追加の一覧から貴社の
デバイスを選択できるようになりま
す。 

ファームオーナー 

デバイス追加 
デバイス一覧から貴社デバイ
スを選択し、追加登録します。 

センサー情報の開示条件を設定 

オーダの承認 
データをポスト 
Jaxon over http 

レストランオーナー 

レシピ作成 
貴社デバイスを指定したレシピ
を作成し、「自分にだけオー
ダーを発行する。」をチエック 

検索により対応デバイスが限定条件に一
致する件数として、表示されることをを確
認 

レシピデータの取得 jason or XML 

29 



Copyright© EverySense,Inc. 

“Information Harvesting” 

プライベート利用への二つの鍵 
• キーワード 

– ファームオーナーは、オーナー設定で、任意のキーワードを登録できます。 

– レストランオーナーがレシピにキーワードを指定すると、そのキーワードを登録している
ファームオーナーにだけオーダーが届きます。 

• シェアードシークレット 

– ファームオーナーは、オーダーを承認する時に、オーダー毎に任意のシェアードシーク
レットを入力できます。 

– レストランオーナーと予めシェアードシークレットを共有しておけば、名寄せができます。 
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Keyword = “A” 

Keyword = “A” 

Keyword = “B” 

Keyword = “A” 

Shared Scecret 
= “Kawa” 

Shared Scecret  
= “yama” 

Shared Scecret  
= “yama” 

Shared Scecret 
= “Kawa” 

Keyword  の一致する人にのみ、オーダーが届く オーダーに対して、任意のShared Scecretを個別に返信できる。 
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EveryStick 

7 cm  

31 

ウェアラブル型汎用センサー 
奈良先端科学大学院大学と共同開発 
オフラインで12時間の行動データを取得集積可能 
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IoTと機械学習 の事例 

• 単一の加速度センサと+機械学習により、教師無し学習による自
動判定でも、馬の歩様判定が可能であることが確認された。 

32 2016年6月7日 

加速度スペクトルから特徴抽出 

機械学習による自動分類分類 

審判員によるマニュアル分類 

アプリによる複数 
加速度データ取得 

乗馬訓練時の加速度計則 
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IA-Japan IoT 実証実験WG 
• 住、職環境モニタリング実験 
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職場環境のモニタリングの背景 
• 空調設備会社 

–導入済み空調設備の実稼働状況の把握をしたい 

–保守、サービス役務の提供の機会損失を抑えたい 

–適切なタイミングでリプレイスの提案を行いたい 

• 複合機メーカー 

–複合機の情報HUB化により、高付加価値サービス
の提供を行いたい 

• テナント 

–いつでも快適な職場環境を維持したい 
34 
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メディア利用調査の高度化 
• 従来の利用調査と課題 
• 手法 

– 専用機器による在宅時調査
のみ 

– 専用メディア機器での計測の
み 

– 利用状況ではなく、利用結果
のみを収集 

• 課題 
• メディアアクセスのシチュエーショ

ンが不明? 
– 誰と?集中して? 

• 在宅時以外の行動との関連性が
不明。 
– なにがあったらメディアにアクセ

スするのか? 

 

• IoTによる深堀 

– 在宅時 
• 専用機器+環境センサー 

– 外出時 
• スマホによる動向調査 

35 

50 家庭 

R R 

R 

 
 R 

A
P 

調査会社 

LAN 

EveryPost 
GPS 
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36 

魚群予測サービス 

All rights reserved. © BroadBand Tower, Inc. 2016 

魚探サウンダー 

EveryStamp 
クラウド 

魚群探知機で収集した魚群情報、位置情報と 
衛星で撮影した海洋図を合わせて分析すること
で魚群予測情報サービスを提供する。 

＋ 

魚群予測情報 

AI 
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37 

環境センサーによる天気他予測サービス 

All rights reserved. © BroadBand Tower, Inc. 2016 

クラウド 

全天候型環境センサー及びEveryStampで 
計測した環境情報と衛星で撮影した画像を元に天候情報サービ
スを提供する。 
 ・天気予測 
 ・局地的な降雨情報 
 ・防災情報、、、 

＋ 

EveryStamp 

全天候型環境センサー 

室内 
気温 
気圧 
照度 
UV 

降雨量 
風向 
風速 
気圧 
傾き 
GPS 
方位 

天候・防災情報 

自治体等 

AI 
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参加型環境モニタリング 
• モニタリングポストの広域展開の課題 

– CPEX  設置コストの負担 
– OPEX 運用コストの負担 

• 参加型モニタリングポスト 
– 自律分散型モニタリングデバイスで、相互の情報を提供 
– 自動車、自転車などの移動体がモニタリングポストになる。 

 

©EverySense,Inc.  

みんなで作る  ヒートマップ 
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IA-Japan 
• PIOT (Plugfesta for IoT ) 

100種類のセンサーまたはマシン 100の地域 or 組織 100以上の利用ケース 

The Internet  

背景 

•IoTデバイス 

•ビックデータ活用 

情報流通への課題 

•相互接続性の欠如 

•不透明なプライバシー 

•ベストプラクティスの欠如 

実証すべき解決技術 

•参加型プラッフォーム 

•相互接続性 

•ブライバシー保護 

実施体制 

•IA-Japan 

•ITRC 

•WIDE 

•関係省庁 

成果展開 

•情報流通における安
心・安全指針の確立 

•情報流通ビジネス創出 

•国際標準化のリード 

•マネタイズモデルの創
出 


